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第9章では、英語の Wh主語構文を取り上げ、主語卓越言語の特性により Wh主語は CP指定部に移動し
ているものの、経済性の観点から TP指定部を占める下位コピーが音声形式の段階で具現すると主張する。
第 10章では、日本語における所有文を取り上げ、所有者項と主題項への格付与のメカニズムに関して、
Tとの複数一致を介して構造格が付与されるという「構造格j分析を提案する。
第1章では、本論文の主張がまとめられ、本研究の今後の展望と残された課題が述べられる。
審査の結果の要旨
本論文は、英語と日本語に見られる A移動の振舞いの差異を、単に日英語比較の観点からではなく、主
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諾卓越言語と焦点卓越言語という大きな類型論的パラメータを仮定し、その中で最新の統語理論の道具立て
を駆使することにより詳細な分析を行った意欲的な研究である。
英語の分析においては、場所要素倒置構文など「文体的倒置文jとしてまとめられる文型を取り上げ、意
味上の主語が文末に生起し、場所要素などが統語的主語位霞を占めるとする、これまで優勢であった諸研究
を反駁した上で、そのような倒置構文でも、主語卓越言語である英語では、意味的主語が統語的主語位置に
必ず移動するとの新たな提案を行っている。この分析が可能となるのは、移動に関して最新のコピー理論を
採用し、音声形式で具現するのは必ずしも上位コピーではなく、下位コピーの場合もあるとの見解に立つた
めであるが、このことにより、右移動操作などの理論的に好ましくない道具立てを用いることなく、英語の
倒置構文の諸特性を自然な形で説明できることになったと言える。さらに、 Wh主語構文に関する「空移動
仮説Jをめぐる問題に独自の解決策を示した点も併せて、本論文は、英語の理論的構文研究に多大な貢献を
なすものと高く評価される。
日本語に関しては、本論文の分析は、三上章の「主語廃止論J等で指摘された「主題言語Jとしての日本
語の特性を理論的に導出する試みと見ることができる。日本語に見られる「語版の自由度」と「主題性Jを
理論的に絡める本論文の考え方はたいへん興味深く、この分野における今後の研究に一定の影響力をもっ可
能性がある。また、長距離スクランプリングに関する新たな事実の指摘や所有文の「構造格」分析など、独
自性のある提案も行われており、この面での貢献も特筆に値する。
以上のように、本論文は、類型論的パラメータを踏まえた日英語比較研究と、英語および日本語における
諸構文の理論的研究の双方に関して、顕著な貢献をなすものとして高く評価することができる。
ただし、本論文に今後に残された課題がないわけではない。本論文で仮定された類型論的パラメータは
Miyagawa (2005，2007，2010など)の一連の研究に拠る部分が多いが、一致素性と焦点素性を対比的に捉え
るその基本的な考え方の妥当性については必ずしも学界の見解が一致しているとは言えない面があり、さら
なる検証が必要である。また、本論文の議論は、ほほ日英語の二言語に限られたものになっているが、当該
類型論的パラメータの妥当性を示すためにも、諸々の言語について移動現象の振舞いを広く観察し、理論的
な考察を行うことが必要である。もちろんこれは、今後の課題として取り組むべきことであり、本論文の価
値を何ら損なうものではな"'0
平成24年1月17日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。
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